
ドイツの伝統を受け継ぐ名手、
待望のトッパン初登場！
清新なソロ、そして
“手強い”名曲

《ゴルトベルク》で
魅せる！

コダーイ：
無伴奏チェロ・ソナタ

Op.8

J.S.バッハ（D.シトコヴェツキ編）：
ゴルトベルク変奏曲
BWV988

Kodály: 
Sonate für Violoncello solo Op.8

J.S.Bach: Goldberg-Variationen
BWV988

（Fassung für Streichtrio von D.Sitkovetsky）

2 0 2 3トッパンホール ニューイヤーコンサート2023

山根一仁
  ［ヴァイオリン]

  ［ヴィオラ］

原ハーゼルシュタイナー
麻理子

ユリアン・シュテッケル
  ［チェロ]

Wednesday 11 January 2023, 19:00 TOPPAN HALL
トッパンホール19:00開演 全席指定 6,000円／ U-25 3,000円 

発売：9月14日水［会員：9月10日土］

111
2023 水



　例年さまざまに趣向を凝らし、新しい年の始まりを硬軟自在に彩るトッパン
ホールのニューイヤー。2023年は、ドイツが生んだ実力派チェリスト、ユリア
ン・シュテッケルを中心に、スタイリッシュな一夜をお届けします。
　トッパンホール初登場ながら、ホールスタッフにとってどこかなじみ深い存在の
シュテッケル。なぜかといえば、それは彼が、いま日本で押しも押されもせぬ
トップ・チェリストへと成長した岡本侑也の、若き師匠だからにほかなりませ
ん。自身も2010年のミュンヘン国際音楽コンクールで栄冠に輝き、世界各地か
ら引く手あまたの大活躍を続けるシュテッケルは、17年から教鞭をとるミュンヘ
ン音楽演劇大学で岡本と出会い、彼に確かな成長を促す名教師ぶりを発揮して
きました。その演奏は、ドイツの本流ともいえる重心の低い力強さを堂 と々誇り
ながら、現代的な軽快さ、ツボを心得た多彩な歌心もバランスよく備え、輝かし
いタイトルにまったく恥じない見事なもの。前半は、そんな彼の十八番として、
各地で愛奏しているというコダーイの無伴奏ソナタで、聴き手の心を鷲掴みして
くれそうです。
　そして後半は、待望の彼のデビューにさらにインパクトを添えようと、トッパン
ならではのアレンジで実現した《ゴルトベルク変奏曲》。日本の若き名手との共
演です。トッパンではこれまでも、バッハが紡いだ不朽の名作の弦楽トリオ版を、
2013年に日下紗矢子を中心としたフレッシュな顔ぶれで、そして19年にはダニ
エル・ゼペック、原ハーゼルシュタイナー麻理子、上野通明の組み合わせで、い
ずれも記憶に残る演奏でお届けしてきました。今回は、才気溢れる肉厚の演奏
でトッパンでもおなじみ、原ハーゼルシュタイナーをふたたびヴィオラに、そして
ヴァイオリンには本作初挑戦の山根一仁を迎えて、一期一会、ここでしか聴けな
いスペシャルなメンバーで皆さまにお届けします。岡本侑也同様、ミュンヘンに
てクリストフ・ポッペンに学んだ山根は、ドイツ留学を機に集中して取り組むバッ
ハ探究の成果を、2回シリーズの〈無伴奏ソナタ＆パルティータ全曲〉で披露し
ています。2022年3月のVol.1〈パルティータ〉への挑戦で得た知見を《ゴルト
ベルク》へと注ぎ込み、また続く第2回への糧とするべく、貪欲にこの機会に取
り組むに違いありません。
　それぞれの楽器の個性を存分に際立たせながらも、深遠にして静謐な世界へ
と鮮やかに誘うシトコヴェツキ版ゴルトベルク。初顔合わせの緊張感を確かなエ
ネルギーに変えて、新しい年を力強く寿ぐ記念すべき一夜となることでしょう。

トッパンホールは高度な空調管理システムを有し適切な換気を行うとともに、ウイルス除去対策として、ホール内すべてのエリアにオゾン燻蒸ならびに光触媒コーティングを施しております。

2022.9
シュテッケル写真©Marco Borggreve　山根写真©K.MIURA　原写真©Xiomara Bender 
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